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標準的な 培地のほかに、 種の選択培地を用いて、県内の自然植物を主な対象とYPD 2

。 、 、した有用機能性酵母の探索を行った 延べ サンプル収集し 酵母を含むサンプルから330

18 12保存性 発酵性等の条件を満たした酵母を 株 得ることができた さらに その中の、 。 、

株は、比較的高い発酵能を有した。
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１ はじめに

発酵食品産業である酒造や製パン業界は、安定

的な生産能力を有した成熟産業といわれる。各社

においては、さらなる生産性の向上により価格競

争に対抗しつつ、新商品の開発により消費者の多

様な嗜好への対応を進めることが、成熟した業界

で生き残るための重要な課題となっている。

他社製品との差別化を図る方法の１つとして、

製造に使用する酵母を改良することが考えられて

いる。酵母は糖を含む原材料に加えられることで

発酵を行い、アルコールの生成、炭酸ガスの放出

により発酵食品を形成する。また、発酵過程にお

いて香気成分や有機酸を生産することから、製品

の味や香りにも大きな影響を与える。そのため、

酵母を改良することにより、消費者の多様な嗜好

への対応が可能になることが期待されている。

現在、食品製造で使われている酵母の多くは、
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長い歴史の中で改良が繰り返されてきた酵母であ

る。これらの酵母は、安定的な生産に寄与する一

方、多くの製造現場で使われていることから製品

の画一化の一因ともされている。この現状の改善

のために、各地で自然界からの酵母の探索が行わ

れている 。本県においても、主に県内各地に1 ,2) )

ある自然植物から、有用機能性酵母の探索を行っ

た。

２ 研究方法

2.1 採取・分離

酵母の採取・分離で用いる 培地には、一YPD

般的な材料のほかに、カビや細菌の生育抑制のた

めにプロピオン酸ナトリウム 及び クロラ0.2 %

ムフェニコール をそれぞれ加えた。上記0.01 %

の 培地をもとに、 種類の選択培地を用意YPD 2

した。エタノール 含培地は、オートクレーブ5 %

後、放熱した 培地にエタノールを となYPD 5 %

るように加えて調製した。グルコース 含培30 %
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地は、グルコース溶液とその他の材料を含む溶液

とを別々にオートクレーブした後に混合して調製

した。また、必要に応じて 種それぞれの培地に3

寒天を ～ 加え、同じ種類の寒天培地を調1.5 2 %

製した。

酵母の採取を行う際には、 寒天培地、エYPD

5 % YPD 30 %タノール 含 液体培地、グルコース

含 液体培地を用意した。現地にて、対象とYPD

なる分離源を培地に直接こすりつけたり、滅菌し

た綿棒を分離源に接触させて培地に移植すること

でサンプルを調製した。

各回のサンプリングにおいて、収集目的に応じ

YPDて各種培地を用いた。多様な酵母の収集に

寒天培地を、エタノール耐性酵母の収集にエタノ

ール 含培地を、高糖耐性酵母の収集にグルコ5 %

ース 含培地をそれぞれ用いた。30 %

YPD 25寒天培地で作ったサンプルについては、

℃で 日間培養し、生じた酵母様コロニーを新た2

な培地に移植した。酵母以外にもカビ様の真菌類

が混在して出現するので、完全に除去できるまで

この作業を繰り返した。

種類の液体培地で作ったサンプルについて2

は、 ℃で 週間培養した。にごりが生じた培25 1

養液を、再び新しい液体培地に移植して 週間培1

養を行った。この結果、再びにごりが生じた培養

液を、同じ種類の寒天培地に塗布して、コロニー

を単離した。

カビの除去を終了した後、 ℃で か月ほど保8 3

存し、生存が確認された酵母について評価を行っ

た。

2.2 評価

評価用の 培地は、採取・分離用の培YPD 10 %

2 10 %地で用いた薬剤 種を加えず グルコースを、

になるように加えて調整した。

発酵定性試験は、 培地 に菌体 白金YPD 2 ml 1

耳を加えて ℃で 日間予備発酵させ、その培25 2

100 YPD養液から をとり、ダーラム管入りのµl

培地 に加えて、さらに 日培養し10 % 10 m 2, 3l

た。ダーラム管内に気体の生成が認められた株を

発酵能ありとした。

発酵定量試験は、上と同様に予備発酵させた培

100 YPD 10 % 3 m 2養液 を、 培地 に加えてµl l

日間培養し、培地中のエタノール濃度を理研機器

製アルコメイトにて測定した。

、 、26S rDNA塩基配列の決定は 前報 と同様に3)

らの方法 で行った。Kurtzman 4)

３ 結果及び考察

3.1 採取・分離

分離源は、県内の植物を主に対象とした。採取

時期と対象を表１にまとめた。 回のサンプリン1

グで寒天培地 サンプル、 種の液体培地をそ40 2

れぞれ サンプル程度を採取した。20

その後、分離作業を行い、酵母様コロニーを選

択した。その後の保存中に多くの酵母が死滅した

が、安定性のある酵母を サンプル得ることが32

できた。各培地を用いて得られた酵母の内訳は、

表２のとおりである。

3.2 評価

得られたサンプル中の各株について、本研究の

表１ サンプル採取の対象

回 採取月 採取対象

ウメ1 3

サクラ、ナノハナ2 4

フジ、ボタン、ツツジ3 4

ラベンダ、アヤメ、ショウブ4 6

ハス、アジサイ、ラベンダ5 7

各回 土壌、樹皮表面、表流水など

表２ 各培地を用いたサンプルの結果

エタノール グルコースYPD 寒天
含培地培地 培地5%含 30%

200 76 54サンプル数

酵母様
137 12 27

コロニー生成

15 6 11保存可能

発酵能を有し 4 1 3
膜形成が無い
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対象とする業界で求められる発酵能を調べた。ま

ず、発酵定性試験を行い、発酵能があり、かつ水

面に膜を形成しないサンプルを 個選択した（表8

２ 。各サンプルから条件を満たす 株を選び、） 18

、 （ ）。株番号を付与し 発酵定量試験を行った 図１

その結果、 株（株番号 ～ ）が、比較的高12 1 12

い発酵力を示すことを確認した。ただし、同じサ

ンプル（分離源）から得られた酵母があるので、

同じ株がいくつか含まれると考えられる。

26S rDNA発酵定量試験を行った株については、

BLAST塩基配列の決定を行った 得られた配列を。

、 、検索して 既知種の 塩基配列と比較し26S rDNA

らの報告 を参考に種・属の同定を行Kurtzman 4)

った。その結果、発酵能が高い株番号 ～ ま1 12

での株は、いずれも 属であることSaccharomyces

が確認された。また、発酵能が低い株の中に、新

種の可能性があるものが含まれていた。

４ まとめ

（1）今回の調査により、高い発酵能を有する酵

母の取得に成功した。今後これらの酵母が生産す

る有機酸や香気成分の分析を行い、実用可能性の

検討を行う。

（2）酒造、製パンには適さないが、新種の可能

性のある酵母を取得することに成功した。未知の

有用機能が存在する可能性も考えられるため、今

後慎重に検討を行いたい。
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図１ 発酵定量試験結果


